
 

 

 

 

 

 

 

学校再開 笑顔が戻ってきました 

                         伊豆市立修善寺東小学校長 堀江 健司 
 
 

 ５月２５日、２日間の試験登校を経て、本格的に学校が再開されました。３月からほぼ３ヶ月、こ

れほど長い休業は経験がありません。学習や生活リズム等、子供たちにとって、長期にわたる影響は

多大であったと推察します。よく頑張りました。その影響を少しでも緩和しようと、家庭訪問や登校

する機会を設け、課題を課してきました。オンラインによる学習も模索しましたが、技術的・経済的

問題が山積していました。奇しくも、「教育」「学校」というものを改めて見直す機会となりました。

この休業中はできませんでしたが、今後オンラインによる学習が導入されてくるでしょう。とはい

え、学校での授業がなくなっていくことではありません。直接指導する価値、集団で学習する価値、

学校に来たからこそ学べることは、たくさんあります。幸い、再開以降、ほとんど欠席もなく、元気

な子供たちの声が聞こえます。笑顔がとてもいいです。やはり学校の本来の姿であると感じます。休

業中は、保護者の皆様の学習面や生活面での支援が十分行われていたことがわかります。ありがとう

ございました。個人差はありますが、学習への取組や生活リズムの回復には、どうしても時間がかか

ります。今後も変わらぬご支援をお願いします。 

 「新しい生活様式」という言葉がよく聞かれます。学校でも、先日配布した通知の通り、感染予防

を徹底しています。手洗い、消毒は、今まで例を見ないほど頻繁です。児童下校後、教職員で子供た

ちが触れたと思われるところを消毒しています。１つの教室だけで１５分ぐらいかかります。学習に

おいても多くの制約があります。以前のようにすべて条件が整って授業に臨むわけにはいきません。

だからといってすべてが整うのを待っていては何もできません。今できる範囲で行ったり、我慢した

りすることもでてくるでしょう。 

本年度より本格実施となった学習指導要領に「我が国は厳しい挑戦の時代を迎えている」「社会構

造や雇用環境は大きくまた急速に変化しており、予測が困難な時代となっている」とあります。まさ

しく、予測困難な感染症に子供たちも大人たちも直面しています。また、学習指導要領には、「予測

困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせながら、どのような未来を創っ

ていくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのか・・・」とありま

す。感染症対策は、新しい学習指導要領の実践の場であるのかもしれませ

ん。ピンチの場面ですが、チャンスに変えていきたいものです。 
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◆学校教育目標「よく学ぶ たくましく心やさしい 東っ子」◆重点目標「自分できめます つなぎます」 

 



 

 

サツマイモのつる

をさしたり、夏野菜

の苗を植えたりし

ました。 

 
 

ソーシャルディス

タンスを意識でき

るよう、いつもよ

り人と人との間隔

を空けています。 
 

   

＊年間計画では、４日と１１日が弁当の日となっていましたが、両日とも給食があります。 

＊例年ですと、６月から水泳の授業が始まりますが、今年度は、水泳を実施しません。 

 ＊３日の参観会・リレー会は中止、11 日・12 日の自然体験教室は、10/13・１４に延期。 

 ＊フッ素洗口は、しばらく実施しません。 

 

・８ 日（月）…スクールソーシャルワーカー来校日 

・10 日（水）…尿検査１次 

・19 日（金）…ノーメディアデイ 

・23 日（火）…スクールカウンセラー来校日 

・30 日（火）…アースキッズチャレンジ（５年生） 

 

＊年間計画では、７月の保護者面談は希望者のみでしたが、７月・28 日・29 日・３０日に、 

全保護者を対象に実施いたします。ご了承ください。詳細は、後日、お知らせ致します。 

＊８月２３日（予備日３０日）の資源回収・PTA 奉仕作業、９月２６日の運動会、１０月２９日・３０日 

の修学旅行については、計画通り実施する予定です。 

今後の状況によっては、行事予定が変更になることも考えられます。ご理解・ご了承のほどよろしくお願いします。 

 

学校のこと、お子さんのことで、わからないことや心配なこと 

などがありましたら、遠慮なく、学校まで連絡をください。 

窓口は、教頭となっています。 
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